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論理インターフェイス（ LIF ）の移動

論理インターフェイス（ LIF ）を負荷の低いポートに移動すると、負荷分散を改善し、
メンテナンス処理やパフォーマンスの調整、間接アクセスの軽減に役立ちます。

間接アクセスはシステムの効率を低下させる可能性があります。ボリュームワークロードでネットワーク処理
とデータ処理に別々のノードが使用されている場合に発生します。間接アクセスを軽減するには LIF を再配置
します。つまり、ネットワーク処理とデータ処理に同じノードが使用されるように LIF を移動します。負荷の
高い LIF が ONTAP によって自動的に別のポートに移動されるようにロードバランシングを設定することも、
LIF を手動で移動することもできます。

• 利点 *

• 負荷分散を改善します。

• 間接アクセスが軽減されます。

• 考慮事項 *

CIFS 共有に接続されている LIF を移動すると、 CIFS 共有にアクセスするクライアントが切
断されます。CIFS 共有に対する読み取り要求や書き込み要求はすべて中断されます。

ロードバランシングを設定するには、 ONTAP コマンドを使用します。詳細については、 ONTAP のネットワ
ークに関するドキュメントを参照してください。

LIF を手動で移動する場合は、 ONTAP System Manager と ONTAP CLI コマンドを使用します。

LIFを手動で移動する

Storage Virtual Machine（SVM）には、データボリュームと、クライアントへのデータ
の提供に使用する論理インターフェイス（LIF）が1つ以上含まれています。同じSVM内
の物理ポート間でデータLIFを移動することができます。この処理は、負荷分散の改善が
必要な場合や、メンテナンス処理やパフォーマンス調整時などに実行します。

このタスクについて

LIFには次のタイプがあります。

• データLIF：SVMと関連付けて、クライアントとの通信に使用します。

• クラスタ管理LIF：ノード、SVM、およびクラスタ自体の管理に使用します。

• クラスタLIF：クラスタ内のトラフィックに使用します。

• インタークラスタLIF：クラスタ間の通信に使用します。

• クラスタ内LIF：HAペア間の通信に使用します。

• SVM管理LIF：SVMに関連付けられたデータLIFで、SVMの管理に使用します。
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このワークフローでは、データLIFの移動方法について説明します。この環境 NAS（NFSおよびCIFS）LIF

は、SAN（FCおよびiSCSI）LIFには使用できません。

CIFS共有に接続されているLIFを移動すると、CIFS共有にアクセスするクライアントが切断さ
れます。CIFS共有に対する読み取り要求や書き込み要求はすべて中断されます。

CIFS共有に接続されたLIFの移動に関する詳細など、他のタイプのLIFの移動方法について
は、ONTAP のネットワークに関するドキュメントを参照してください。

データLIFに関して、次の基本的な操作を実行できます。

• すべてのデータLIFを表示する

• 最もビジーなLIFを特定する

• ビジーなLIFの移動先に最適なノードを特定する

• LIFのホームポートまたはホームノードを変更して、クラスタ内でのLIFの優先配置先を変更する

より長期的な変更が必要な場合は、LIFを移行するのではなく、移動する必要があります。元のホームポ
ートに戻すには、LIFをリバートする必要があります。

• ホームポートやノードに問題がある場合や、定期的なメンテナンス中に使用する一時的な変更のためにデ
ータLIFを別のポートに移行する。

• データLIFをホームポートにリバートする

ONTAP System Managerを使用したビジーなLIFの最適ノード
の特定

クラスタ内のすべてのポートに関する情報を表示できます。ネットワークポートのロー
ル（クラスタ、データ、またはノード管理）、リンクのステータス、最大転送単位
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（MTU）、速度の設定と動作ステータス、ポートのインターフェイスグループなどの情
報を適宜確認できます。

手順

1. ONTAP システムマネージャを開きます。

2. [*ホーム]タブで、ストレージ・システムをダブルクリックします。

3. ナビゲーションペインで、* Nodes *階層を展開します。

4. ノード上のアクティブな接続の数を確認するには、ナビゲーションペインでノードのアイコンを選択しま
す。

5. ノードの名前のリンクをクリックし、* Configuration > Ports/Adapters *をクリックします。

6. ノード別の最大クライアント数を確認します。

ONTAP System Managerを使用してLIFのホームポートおよび
ノードを変更する方法

LIFのホームポートとホームノードを変更することで、LIFの優先配置先を変更できま
す。この変更は、定期的なメンテナンスの際に一時的にLIFの場所を変更する場合に一般
に使用されるLIFの移行よりも永続性の高い設定です。

このタスクについて

次の図は、変更後の元のLIFホームポートおよびノードとホームポートおよびノードを示しています。LIF1の
元のホームポートはe1aからe3aに変更され、LIF2はe4aからe2aに変更されています。
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手順

1. ONTAP システムマネージャを開きます。

2. [*ホーム]タブで、ストレージ・システムをダブルクリックします。

3. ナビゲーションペインで、* SVM *階層を展開します。

4. ナビゲーションペインで、SVMを選択し、* Configuration > Network Interfaces *をクリックします。

5. LIFを選択し、* Edit *をクリックします。

6. Edit Interfaceダイアログ・ボックスで’ターゲット・ポートのホーム・ポートとネットワーク・アドレス
を入力します
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ONTAP 8.2.1では、ホームポートフィールドは無効になっています。

7. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

ONTAP システムマネージャを使用したLIFのホームポートへの
リバート

別のポートにフェイルオーバーまたは移行されたLIFを、手動または自動で、現在のポー
トからホームポートにリバートできます。これは、ONTAP システムマネージャを使用し
て実行できます。

このタスクについて

管理者は、LIFを作成する際に、LIFの優先配置先として使用するホームポートとホームノードを指定します。
ホームノードを使用できない場合やホームポートで物理リンクの障害が発生した場合は、LIFが自動的に新し
い場所に移行されます。新しい場所は、たとえばONTAP のSystem Managerで、LIFの現在のポートとして報
告されます。自動リバートオプションを有効にしないかぎり、LIFはリバートされるまでこの新しい場所のま
まとなります。

手順

1. ONTAP システムマネージャを開きます。

2. [*ホーム]タブで、ストレージ・システムをダブルクリックします。

3. ナビゲーションペインで、* Storage Virtual Machines *階層を展開します。

4. ナビゲーションペインで、SVMを選択し、* Configuration > Network Interfaces *をクリックします。

5. 次の図に示すように、「* Current Port *」列で、赤い×印の付いた家のアイコンが表示されているデー
タLIFを探します。
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6. LIFを選択し、*ホームに送信*をクリックします。

このオプションは、選択したインターフェイスがホーム以外のポートでホストされていて、かつホームポ
ートが使用可能である場合にのみ有効になります。
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